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先進国では、社会規範や社会構造の変化によって、禁煙を試みる喫煙者は増大している。

しかし、ニコチン依存の強さから多くの喫煙者は自力で禁煙することができないでいる。

なぜ禁煙できないのかを知ることは、禁煙治療にとって重要である。そこで申請者は、自

力で禁煙できる者とできない者の違いを生物学的な観点から明らかする本研究を計画した。 

本研究の対象は、禁煙外来を受診し、ニコチン依存症と診断され、研究への参加に同意

した喫煙者で、禁煙前と禁煙 1 週間後に採血を行い、脳内のカテコールアミンを反映する

ド パ ミ ン 代 謝 産 物 (homovanillic acid: HVA) 、 ノ ル ア ド レ ナ リ ン 代 謝 産 物

(3-methoxy-4-hydroxyphenylethyleneglycol: MHPG)、カテコールアミン生成に関連する

脳由来神経栄養因子（BDNF）を測定した。そして、16 週間の追跡後に、禁煙できなかっ

たハードコアスモーカー群 23名と禁煙できた寛解群 7名に分けて、禁煙前後の変化を調べ

た。その結果、二群比較で依存症状には有意差を認めないものの、ハードコアスモーカー

群で禁煙前離脱症状が寛解群より有意に高く、ハードコアスモーカー群で禁煙前MHPGと

BDNF が非喫煙対照群より有意に高かった。そして、禁煙前後の有意な変化は、ハードコ

アスモーカー群でのみ認められ、HVAとMHPGが有意に減少していた。 

以上から、ハードコアスモーカー群では、禁煙前にノルアドレナリンが既に高く、ニコ

チン刺激によってノルアドレナリンが放出されやすく、禁煙によりニコチンが欠乏すると、

カテコールアミンが減少し、それを補完するために再喫煙に至ると考えられた。この結果

から、ハードコアスモーカーが禁煙する場合、カテコールアミンの低下を補完するために

禁煙補助薬を使用することが合理的と思われた。 

第二次審査においては、禁煙治療に関連した生物・社会・心理の多岐にわたる側面につ

いて質疑が行われ、いずれに対しても適切な回答が得られた。 

本研究は、ニコチン依存に至った喫煙者が禁煙する困難さを生物学的な観点から明らか

にした研究として意義がある。また、禁煙治療における禁煙補助薬の有用性の科学的根拠

を示している点も高く評価できる。以上から、学位論文として価値あるものと認定した。 


